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技 術 開 発 課 題 完 了 報 告 書

課 題 名 サ サ 類 の 防 除 法

課題 区 分 指  示
開 発

期 間

llll和 53年度

llll和 58年度
担 当 高千穂営林署

目

標

ササ類の防除は塩素酸塩系防除剤で実施していたが,今後新たに開発される薬剤の試験並び

に効果的技術を開発し体系化をはかる。

結

果

(1)抑止板によるササのlLl発抑止効果は見られるが,抑止板以外の所にササ,ク マイテゴ等が

繁茂し造林木を被圧したため下刈の省力は初年度のみであまり効果は1朋侍できない。

(2)ササの結実促進試験については開花結実の効果は現われていないので評価できない。

(3)除草斉1試験については,試験地を立本処分し,更新のためフレノックによる地作枯殺を行

なったので木試験として‐i17価できない。

施

業

及

び

作

業

の

内

容

項 目 内 容 項 目 内 容 項 目 内 容

普 通 植 栽 巣 植

樹 種 ス ギ 樹 種 ス ギ

苗 齢 1年 生 苗 △
¬ 1年 生

根 元 直 径 0.8ε″ 根 元 直 径 0.86■l

苗 長 5 2a屁
●
■ 長 49α″

んα当たり本 数 2,800木 んα当た り本 数 一ｂ９
“ 0 0本

地 1存 筋 地 怖 筋 メll

植 付 方 式 方 形 植 植 付 方 式 身1 植

下 刈 回 数 4 回 下 刈 回 数 5 Lnn

開発経過と調査内容

別紙記録のとおり
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評価及び普及指導

ササに対し薬剤による枯殺効果を実験するとともに,抑止板による再発生抑止,な らびに結実促

進による枯殺方法等,化学的,物理的,生理学的方法について,効果と経済性を比較検討し,収穫

から造林に至る連携技術の確立を図ることとしたが,これを達成することはできなかったものの巣

植箇所に一部評価すべき点があった。

巣植箇所は海抜 1,340れ に位置し,スズタケも3“位の密生した箇所であったが,等高線筋刈

地作したことにより,寒害 ,風害等の保護の役目をしたものと思われる。

-81-

EG-TDESK01
長方形



サ サ 類 の 防 除 法

1.試 験地設定

(1)場  所 祖母山国有林 79か林小班

(2)設定時期 抑止板       昭和 53年度

ササ結実,除草剤  昭和54年度

2.抑 止板 によ るササの再発生防止試験
昭和 53年度ササの抑止板による再発生抑止試験地を設定し,その効果を調査してきたが,昭和
55年度においては抑止板以外の所にササ,ク マイチゴ等が繁茂し,造林本を完全に被圧するように
なり,昭和 55年度から昭和58年度まで下刈を実行しなければならない状況であつたため,抑止

板の効果は下刈の省力には期待できない。

造林木の生長状況は表 1のとおり対照区に比べ上長成長は劣るが,根元径においては優れている

ので,今後の生長は期待できる。

表 -1

年 度 樹 種
対  照  区 抑 止 板 使 用 区

樹 同 根 元 径 樹 同 根 元 径

54 ス ギ 52a7t 0.8 伽 49鍬 0.8 磁

55 ″ 85 72 1.4

56 ″ 111 1.6 103 1.7

ワ
′

貫
υ 〃 139 2.6 124 31

58 169 3.6 157 4.1

成 長 量 117 2.8 108 3.3

3.サ サ結実促進試験地
昭和54年度ササの結実促進による枯殺試験地を 6箇所設定し,表 2のように施業を行い追跡調
査をしたが開花結実しないので効果は期待できない。
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表 -2

試 験 区
54年 5月 54年 6月 54年 7月 54年 8月 54年 7月

熔成 luF肥 塩化 加里 ジベレリン ジベレリン ジベレリン

1

んα

0.01 05 0.25
倍液

20
倍液

20
倍液

20
０
４ 001 10 050 20 20 20

3 0.01 2.0 100 20 20 20

4 0.01 05 0.25 10 10 10

5 0.01 1.0 050 10 10 10

6 0.01 20 1.00 10 10 10

4.除 草剤試験地

昭和 54年 7月 ,フ レノック 30K2(o.o3んα)を散4i夕 昭和 54年 8月 にダウボン30ゆ (0.0

3 ια)ク サ トール 40K夕 (o05んα)を散布し調査していたが,昭和 55年度に当試験地を立木処

分し更新のため,昭和 56年 12月地持のためフレノックを全面散布したため調査不能となったた

め中止した。
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抑止板設置当初 (普通植栽 )

昭和55年 7月

普通植栽箇所の成長状況
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昭
和
５５
年
７
月

巣

植

箇

所

の

成

長

状

況

昭和59年 5月

巣 植 箇 所 の成 長 状 況
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